


































































































　上述した 5 つの実証的資料のうち、 1 ．野生児の研究、および 2 ．孤立児の研究については、既に、井田（2002）お
よび福田（2007）において、三島先生の講義内容が詳細に報告されている。本論では、内容の重複を避けるために、ま






















































































　Harlow 達の一連の研究は、発達初期に社会的隔離を受けることのきわめて重要な意味を示しました。とにかく 6 か月
以上の隔離は、その後の発達に決定的な影響を与えることとなり、その回復はほとんど不可能となることであります。




































　　　チンパンジー：Gua（メス） 　年齢： 7 か月半（Donald の方が年上）
［養育状況］　チンパンジー ・Gua に 9 か月間人間とまったく同じ養育をおこなう（その後も同居はしているようだが、
Donald への影響を考え、完全には同じ養育状況ではない。その後、チンパンジーはセンターに返される）。養育場
所は、Kellogg 夫妻の自宅。庭広し、木造一戸建て。その養育状況は、なにからなにまで徹底的に等しくするよう
に努めた。具体的には次の通り：Donald は10か月齢であるので、“おしめ”をしている。そこで、7 か月半齢の Gua
にも必要はないのであるがおしめをさせる。ロンパースをはかせ、靴をそろえ、共同の居室（子ども部屋）には、







○ 1 か月半後　Donald（年齢11か月半）　Gua（ 9 か月）
二人は仲良しになる。二人の間に親和関係が生まれる。この場合、Gua の方が積極的に Donald に愛情を示す。例
えば、Donald の手を握ったり、後ろから肩を抱いたり、キスをしたりする。手先の器用さは、Gua の方が早い。握













たことに正しい行動を示す。同じ時期に Donald はなお68に止まっていた。これも 2 か月半の年齢差を考えると、
相対的に Donald の発達の方が遅れ、Gua のそれの方がはやい。
○その後
言語発達を除くあらゆる点で、Gua の発達のテンポは Donald より速く人間になっていったのである。しかし、そ
れも 2 歳を超える頃になると遂に限度に達し次第に停滞をしていった。ところが、逆に Donald の方は 2 歳半を境
として、急激な発達のテンポをもって発達し始め、遂には Gua をすべての発達の側面において引き離してしまった。



















PETERSBURG,  FLORIDA,  FRIDAY,  May  20,  1932.』に “CHIMPANZEE  LEARNED  FASTER  THAN  HUMAN 
BABY SAME AGE” の見出しで、記事になっている（参照：http://news.google.com/newspapers?nid=950&dat=1932
0520&id=-qELAAAAIBAJ&sjid= 2 FQDAAAAIBAJ&pg=3169,251318, 2013年11月25日現在）。
野生児 ・ 孤立児 ・ 実験的孤立 ・ 孤立ザル ・ チンパンジーの人間教育全研究の要約





































nurture についても言えることであり、教育的環境のみをいかに重視しても―教育万能 ・ 教育技術 ・ 教育愛―人間
の形成が可能となるわけではありません。
　人間の実現とは、nature か nurture かの問題ではなく、飽くまで個体を中心とした統一的観点においてのみ初めて可





1 ．人間は何よりも生物 ・ 物理的存在である
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